
第4 章

動植物介在活動研究



「陸前高田の一本松に勇気をもらった」「震災地に咲く，タンポポに励

まされた」「原発の避難地域に残してきた愛犬に会いたい」・・・・

2011.3.11 以来，動植物とひととの関わりは，より深く，鮮明に大き

く転換した。“ペット，愛玩，観賞，癒し，構成員，パートナー・・・”

との関わりやつながりから，さらに空気や水のように無くてはならな

い，必要不可欠な「共生」の絆で結ばれた存在としての動植物になって

きている。

「ひとと動物のこころ研究会」の代表をなさっておられた，農学部の

首藤先生から，「一緒に研究をしませんか」とのお誘いを受けたのは，

10年以上も前に遡る。

当時，「学級崩壊」「いじめ」「虐待」等，一日として，こうした事が

ニュース，新聞に載らない日は無かった。

手をこまねいていることは，できない。何か始めなければとの思いで

一杯であった矢先，先生のお誘いを機にスタートしたのがこの研究で

ある。

その一端を，紹介したい。

研究エピソード 4
動植物介在活動研究に際して
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「はじめに」

「学級崩壊」「家庭内暴力」「いじめ」「障害児・者，

高齢者，社会的弱者に対するいじめや，不当な差別

や偏見」「要介護高齢者の放置」等，極めて憂慮す

べき社会問題が増加している。こうした問題の一

端は,“心の荒廃”に由来すると考えられる。こう

した“荒廃した心”を救うには，宗教も哲学も，精

神医学もそれぞれ有効であることは広く知られて

いるところである。他方，各種の動植物の介在や触

れあいも大きな役割を果たすことが見直されてき

ているのも事実である。障害の有無や軽重に関わ

らず，人間誰しもが，そうした身近な動植物や自然

との触れあいや交流によって，「こころの成長や発

達」はもとより，さまざまな「心理･精神的影響」を

受けるといった見解は，おおかたのコンセンサス

を得てきている。精神生活に安寧をもたらし，健

康の維持に良好な結果をもたらすとか，重度の障

害児・者の治療や老人の福祉等にも多くの良好な

結果をもたらすといった報告も増えてきている。

しかし，近年，そうした「触れあい」のチャンス

が，「自然」に保障されるとは必ずしも言い難く，よ

り一層困難になってきている。大いなる発達の可

能性を秘めている乳幼児期の子どもの場合,「動植

物や自然との触れあい」は，とりわけ重要である。

21世紀が「新・子どもの世紀」にふさわしいもの

となるよう，これまでにもまして，大人の責務は大

きいものとなってきている。そのためにも，改め

て,「動植物や自然との触れあい」の保障の実態や

意義や，根源的な問い直しなどを科学的に明らか

にする研究並びに実践的研究が焦眉の課題となっ

てきている。

「近年，国内外で改めて見直され，かつ，21世紀

においてはさらに重要視されてくるであろうと考

えられる「自然と人間との共生」「動物と人間との

共生」「民族と民族との共生」「障害を持っている人

と持っていない人との共生」「高齢者と若い人との

共生」「異宗教の人と異宗教の人との共生」等々，あ

らゆる面で「共生」は根本的な「キーワード」にな

るであろうことは，おおかたの人々のコンセンサ

スを得てきているところである。しかし，昨今では

特にも，「競争」「弱肉強食」「リストラ」等々(「市

場原理の御旗」のもとにすべてが許される)が重視

され,こうした「共生」の考え方や，そうした考え

方に基づいた生き方は「自然」に獲得されるとは言

い難いばかりか，より一層困難になってきている。
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１　乳幼児と動植物飼育，栽培活動



Walk beside with love and peace and truth 163
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２　乳幼児と動物飼育活動
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３　乳幼児と動物飼育活動
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４　A Study of Relevance of the Effectiveness in
Animal Breeding Education and Integration in the Infancy
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